
（１章前段）柏市の概要

柏市は、東京都心から30km圏の千葉県北西部に位置し、東西約18km、南北約15km、面積は114.9㎢です。東に我孫子市、印西市、利根川を挟んで茨城県取手市、及び守谷市、南に鎌ヶ谷市及び白井市、西に松戸市及び流山市、北に野田市が隣接します。

高度経済成長期以降、東京圏への人口集中の影響を受けて人口が著しく増加し、平成元年には30万人、平成１７年には旧沼南町の合併を経て，平成22年には40万人を突破しました。

鉄道は、都心から放射状にJR常磐線、東京メトロ千代田線、つくばエクスプレス線(TX)が、市の南北に東武野田線が通っています。また、道路では東京、茨城方面に国道6号線、常磐自動車道が、埼玉、千葉方面に国道１６号線が通っており、交通の利便性が高い地域です。

商業の核となっている柏駅周辺には，大型商業施設や商店街など、商業施設が集積され、市民活動や商店会の催し等の舞台として「若者のまち」「商業のまち」の象徴となっています。

北部地域では、工業団地を中心に製造業の集積が見られるとともに、東京大学、千葉大学などの研究機関等やベンチャー企業などの新産業の集積も行われ、新たな柏の象徴になっています。国からは特区として指定され、次世代の環境都市づくりを公民学の連携により実現する新しいまちづくりに取り組んでいます。

農業では、首都圏に近い地域性を活かして、野菜類の栽培が盛んに行われています。特にかぶ、ねぎ、ほうれん草は全国でも有数の収穫量があります。
第２章　観光をとりまく現状と動向

2-1 我が国の観光動向

わが国における観光施策を一元的にする組織として2008年に発足した観光庁は，「観光立国推進基本計画」を定め「訪日外国人客1000万人の達成」といった目標を設定し，その達成に向けた施策を展開しています。計画策定の背景には，旅行による消費がもたらす経済効果が国内総生産・雇用効果・税収効果が概ね5～6％と国内経済において一定の割合を占めていること，外国人旅行者の増加は消費へのインパクトが大きいことが挙げられます。

具体的な取組みは，2003年から「ビジット・ジャパン」事業で海外15カ国でのプロモーション活動を継続し，関連省庁の連携で国際会議の誘致に取り組む等，海外旅行者の誘客に努めています。国内では観光案内情報板の整備，地域の特色を生かした商品開発への補助などを行っています。2010年には観光関連の統計手法を共通基準を定めて整備し，2012年には経済センサスと連動した調査を実施，観光振興策を共通データで評価検討する体制が出来つつあります。
2-2 千葉県の観光動向

千葉県には明治時代の観光名所として香取神社、成田山新勝寺、犬吠埼が存在し、昭和に入り房総地域が観光地としての位置づけを確立しました。その後、1978年（昭和53年）の成田国際空港の開港、続く1983年（昭和58年）の東京ディズニーランドの開園により、千葉県の観光を取り巻く現状は大きく変化し、観光入込客数の構成も海水浴からテーマパークへと大きくシフトしていきました

県の観光振興施策では，東京湾アクアラインを通じて訪れる旅行者を開拓する目的で首都圏でのプロモーション活動に力を入れています。アクアラインを通じた県南部への旅行者は順調に伸びており，海水浴・農林水産物・「勝浦タンタンメン」に代表されるＢ級グルメのＰＲも行っています。また，柏市を含む東葛地域では，「ちばプロモーション協議会」が中心となって着地型商品の開発に取り組んでいます。
2－3 柏市の観光における課題

柏市の観光を推進していくためには、次のような課題が考えられます。

１　観光資源になり得る新たな資源の発掘

いままで観光と考えられていなかった施設や産業などを観光資源として活用するため、どのように活かしていくかが課題となっています。

２　市民に対する観光資源の認知不足

柏市には多様な観光資源がありますが，市民に認知されていないものも多いのが実情です。市民に地域のことを深く知ってもらうきっかけを作る必要があります。

３　市外に向けた情報発信の強化

市外からの旅行者に訪れてもらうため、求められている情報を効果的に発信していくことが重要です。

４　産学連携

地域の特色を活かした産品の開発や農業の六次産業化を実施するには，農家・産業界・大学との連携が不可欠です。

５　市民との協働

　　観光資源を育てるには広く市民のボランティアガイドの育成や，イベントへの協力など，市民との協働が必要不可欠です。

６　周辺自治体との広域連携の強化

旅行者にとって観光するエリアは市内だけとは限らないため、周辺市と連携した観光の取り組みを強化していくことが求められています。

７　道路環境や案内標識などの整備

多くの観光客を誘致するためには、交通の便の改善や目的地へのわかりやすい誘導などインフラ整備が求められています。

８　外国人観光客などの受入態勢の整備

国の動向やオリンピックなどのイベントにより、外国人旅行者の来訪が期待されています。一方で、国際交流に対する市民意識の高揚や外国語対応といった受入態勢の整備が求められています。
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